













とされる(例えば Ellis, 2011; Mahir, 2010; 布



















る 実 践 シ ス テ ム の 点 か ら 思 い 描 か れ る  























 この図式は文章題解決  (Nunokawa, 1995)




















ら B への矢印に、(3)は B から C への矢印に、











の A から D に向かう矢印に対応している。方
程式の利用の学習では、A から D に直接向か




























































を特徴づける(例えば、鈴木ほか , 2010; 安田
ほか , 2012)；(2) 当該の量間の関係がある形
の関数で表現できると仮定した上で、データ
から関数の係数を確定し、係数の大きさによ

























































x と y の関係を調べた」ときの表が提示され、
「時間と水温の間には、どんな関係があるか
を調べてみましょう」と問うている。データ





ことができる」ので、「y は x の１次関数で
あると考えられる」とする。その後、70℃に

















































る。図１の A と B を区別する語り方である。 
 なお、現行の教科書では上述の通り、プロ
ットした点の形状から「y は x の１次関数で
ある」ことは確認する一方で、１年で学習し









説明になった段階で初めて文字 x, y が用いら





y が用いられている：「熱し始めてから x 分










図１で言えば、A と B とが明確に区別されず、
問題文で A を説明する中ですでに B に向かう
矢印の移行が始まってしまっていることにな
る。さらに、問題文の「熱し始めてから x 分

































点 P が「[点]C から xcm 動いたときの△PBC





























































































段階で文字 x, y が用いられていること、図１
の Aから向かうべき D が明示されていないこ
とという特徴がみられる。 
 第２の場面では電話会社の２つのプランの

















こでは、A から B, C を経て D に至る別の経
路がより簡潔な方法として想定されている。
A から B に向かう際に場面を記述するために
数学的概念が用いられ、B から C に向かう過
程で新たな情報を導くために数学的手続きが
用いられることが明確となる。実際、考え方
























































































































向かうべき D を提示した上で、B, C を経て D
に至る経路を示唆し、B で場面を記述する数
学的概念として１次関数を、また B から C に
向かう過程として１次関数の式に y の値を代
入し x について解くことを想定している。 
こうした特徴は次の蚊取り線香の問題にも
見られ、場面の説明およびデータを提示する









の面積を取り上げている。「点 P が A から xcm





y を x の式で表すこと、および全体の変化を
１つのグラフに表すことを求めている。 
この問題は A 社と同様であり、場面の説明












 このときの場面の説明では文字 x, y は用い
られていない。また、データとして与えられ
た表もジェットフォイルの時刻表なので、や





















































































数の利用より前の学習で「x と y の関係は次
のように表される」として１次関数の式が示
されることがある。したがって、場面を説明
する際に「x と y の関係」について語ること
は、関数を示唆する可能性がある。これは、






















































で、「x と y の関係」に言及する場合もあり、
これが関数を示唆するとも考えられる。実際、
上述のように式が「x と y の関係」を表す、
あるいはグラフが「x と y の関係」を表すと
いう記述も見られる。しかし、１次関数を定




































数の具体化 (instantiation; 布川 , 2013)を与え
ることにもなり、逆にそうした量の抽象化と
して関数を理解し、対象として捉える機会を









































































義により異なる (cf. 布川, 2014)。 
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